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補正予算補正予算

「補正予算」って？　　（２ページの※注釈）
　当初予算（３月定例会で村から出される次年度のお金の使い道）
成立後に発生した事由によって、追加・変更するために組まれた予
算のこと。今回の補正予算は、主にエネルギー価格上昇に伴う支援
金事業によるもの。

（参考：
　R4年度商品券）

村民１人につき
3000円分商品券

価格高騰支援のための
補正予算  可決

　６月定例会は６月５日から６月16日までの日程で開かれました。
　８議案はすべて原案のとおり可決、同意。陳情５件はすべて採択され、
意見書４件が採択されました。そのほか、議員提出の意見書１件が採択
されました。

件名（議案名はわかりやすく簡略表記しています） 賛成 反対 議決結果

議
会
提
案
関
係

村議会議員の請負の状況の公表に関する条例
▶地方自治法の一部改正に伴う、請負状況の透明性を確保するための制定 ９ ０ 可決

▶特別支援学校・学級への教員等の適切な配置を求める意見書
　（提出者：百瀬） ９ ０

採択

条
例
関
係

村税条例の一部を改正する条例
▶森林環境税の導入に伴う村民税の徴収方法等の改正、および軽自動車税のいわゆ
る電動キックボード等の車両区分創設等

９ ０ 可決

村環境基本条例の一部を改正する条例
▶村地球温暖化対策実行計画（区域施策編）策定のための特別委員会設置 ９ ０ 可決

大芝高原味工房設置条例の一部を改正する条例
▶大芝高原味工房の休館日を水曜日に変更（R5.9.1から施行） ９ ０ 可決

そ
の
他

村農業委員会委員の任命について
▶任期満了に伴う委員の任命

９ ０ 同意

財産の取得の変更について
▶学校給食センター建設工事の工期延長に伴う給食運搬車納期延長 ９ ０ 可決

令
和
５
年
度

補
正
予
算
関
係

一般会計補正予算（第２号） ９ ０ 可決

水道事業会計補正予算（第１号） ９ ０ 可決

下水道事業会計補正予算（第１号） ９ ０ 可決

請
願
・
陳
情

消費税インボイス（適格請求書等保存方式）制度の実施延期を求める陳情書
▶総務経済常任委員会は採択
●陳情に賛成：三澤　消費税インボイス制度は、中小企業やフリーランス等自営業、

農業者にも、営業存続ができないほどの影響が心配される。
延期して見直しを。

●陳情に反対：笹沼　免税事業者からの仕入れ等に仕入れ税額控除を認めたことが
問題であり、消費税導入当初からインボイス制度を導入すべ
きだったと考える。

●陳情に賛成：太田　インボイス制度について多くの国民・事業者は、十分理解し
ておらず対応できる状態にない。従って現状での実施に懸念
がある。

●陳情に反対：百瀬　10月1日から始めることが決まっている。納税業者は記載す
べき事項が決められていて大きな問題はない。免税業者は個々
で対処を考えれば良い。

５

４
（西森）
（都志）
（笹沼）
（百瀬）

採択

国に対し、適格請求書等保存方式（インボイス制度）の延期・見直しを求める陳情書
▶総務経済常任委員会は採択 みなし採択

件名（議案名はわかりやすく簡略表記しています） 賛成 反対 議決結果

請
願
・
陳
情

介護保険制度の改善を求める陳情書▶福祉教育常任委員会は採択
●陳情に賛成：三澤　「介護の社会化」を唱えてスタートした制度。度重なる改定で、

サービス利用低下が続く。さらなる負担増を止めて改善を望む。
●陳情に反対：百瀬　誰でも負担は低い方がいいが、高齢化に伴い持続可能な保険

制度を考えなくてはならない。Ｒ６年度の介護報酬に向けて
審議が行われている。

●陳情に賛成：西森　制度の変更で介護サービスを利用する人や家族の負担が増え
る可能性があるため。

８ １
（百瀬）

採択

「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」・「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡
充」を求める陳情書▶福祉教育常任委員会は採択
●意見書に反対：百瀬　国庫負担制度はＨ14年からＨ17年まで議論され閣議決定さ

れた内容。地域で取り組む自由度の増した教育に影響する
事柄であり、なり手不足に直接影響していない。

８ １
（百瀬）

採択

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を
長野県知事に求める陳情書
▶福祉教育経済常任委員会は採択

９ ０

採択

コミュニティ助成金
約310万円

新型コロナワクチン接種事業
約3,800万円

松寿荘修繕費
約60万円

農業者燃油燃料高騰対策支援補助金
約800万円

住民税非課税世帯等支援給付金
約3,500万円

電気・ガス料金高騰対策応援商品券
約5,100万円

６月定例会６月定例会

※

定例会最終日の動画を
こちらからご覧いただけます

主 な 事 業 内 容 と 補 正 額

↑意見書

↑意見書

↑意見書

↑意見書

↑意見書
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一般質問一般質問

※行政協力業務とは、村から区にお願いされる、
委員の推薦、募金集め、広報物等の配布、会議へ
の出席などのこと。

太 田 篤 己西 森 一 博

問問

答答

空き家と所有者不明土地の現状と対応は区長の業務を減らすことは考えているか

粘り強く減らす努力をしていきたい（村長）行政協力業務※の削減を進めたい（村長）

問　急増する所有者不明の空き家は、多岐に
わたる問題を抱えている。本村における空き家
の現状とその対応は。
村長　村で空き家として把握している棟数は、
R５年５月現在で113棟。R ３年の調査では
117棟で空き家率は2.3％。H30年の全国調査
における848万9千棟、同13.6％に比べて優良
であるととらえている。また、直近の所有者不
明の空き家は６棟、危険度が高く著しく損傷し
た、いわゆる「特定空き家」は無いことなどか
ら村では空き家が急増している現象はない。
　ただし、上伊那に目を向けてみると、伊那市、
箕輪町で15％以上と全国平均より高い空き家
率になっており、村の経済にとっても大きな課
題となる。本村は現状人口が増加傾向にあり、
空き家を取り壊して新しい住居を建てる循環が
継続できていることで、空き家の増加を抑制で
きていると思われる。この循環を支援する取り
組みは重要であるととらえている。R４年第２
期空き家等対策計画を策定し、空き家の管理・
利活用に取り組んでいる。具体策として①所有
者への「空き家バンクだより」送付②伊那地域定
住自立圏での空き家バンク運営③空き家の総合
相談会などを実施している。その他にもさまざ
まな空き家を増やさない取り組みを行っている。

問　所有者不明土地は、国の調査によれば全
国土の22％に達するとされ、空き家と同じく
多くの問題を包含している。本村における現状
とその対応は。
村長　所有者不明土地とは①不動産登記簿に
より所有者が直ちに判明しない土地②所有者が
判明しても、その所在が不明で連絡がつかない
土地のいずれかの状態にあるものとされてい
る。本村においては固定資産税の納税義務者が
不明なことにより、明確に認識している当該土
地は現在13件あるが、村内で不動産登記簿上
の所有者と実際の所有者が相違しているケース
は多数存在しており、その数や面積を把握する
ことは困難である。村としては所有者不明土地
の問題の抜本的解決をするよりは、所有者が死
亡していても納税管理人を決めて適切に納税が
されることに人的リソースを投下すべきという
判断であり、この問題に粘り強く取り組み１件
でも減らす努力を重ねていく。

企業誘致と土地利用構想について
問　村は工業用地の確保、既存企業の増設、
新規企業の誘致を行うとしているが、工業団地
の造成構想はあるか。
村長　H18年に定めた国土利用計画の中で環
境の保全を第一に考慮し、既存企業の増設、新
規企業の誘致を行うとしており、北原区の工業
用地周辺は唯一大規模工業用地の確保ができる
余地があるとされている。しかし、現状では他
の工業用地を含め新たな工業団地を造ることは
難しく、個別企業の案件ごとにていねいに対応
している。補助金等を活用して企業誘致を進め、
村の経済発展に努めていきたい。

問　区長の業務を減らすことは考えているか。
村長　行事や会議への出席について見直すこ
とや、集落支援員を増やして担当地区の事務業
務を補佐させることで、区長の負担を軽減する
ことができると考えている。また、区長会長の
負担も解消する必要があると感じている。また、
継続的に区の中長期的な課題に取り組むために
集落支援員を増員して、事務作業や区の運営、
公助で行われる業務の一部、高齢者の送迎業務
などを支援することで可能だと考えている。

問　区の負担軽減の取り組みと、行政協力業
務を減らす予定は。
村長　負担軽減の取組みとして、すこやか係
にお願いしていた検診の取りまとめを郵送で行
う形に変更、衛生係にお願いしていた不法投棄
物の分別を村で一括処理するよう変更した。区
長会からも行政協力業務が多すぎるといった意
見が毎回あり、今後も行政協力業務の削減が必
要。今年度より区や組の運営を考える検討会を
立ち上げて、課題を把握し改善を進める予定。
従来のやり方にこだわる人々からの反対意見も
予想されるため、納得感と根拠を示し、業務の
適切な区分けを行い、継続すべきものを選定す
ることが重要だと考える。
問　区・組未加入世帯の増加への対策は。
村長　区加入世帯の現状は、一戸建ての場合
は87.2%、アパートを含めると約65%で、コ
ロナの影響により未加入世帯が増加傾向に転じ
る可能性が高まっている。対策として、区・組
加入の促進に向けた調査、組加入の促進、区ご

との地区紹介のパンフレット作成や地域コミュ
ニティ活動の推進にも力を入れている。
問　区・組未加入世帯の孤立を防ぐ取り組みは。
村長　区・組未加入世帯に限定した取り組み
は行ってはいないが、村全体として民生児童委
員による献身的な訪問活動や身寄りのない人が
安心して暮らすためのガイドラインの作成、地
域支え合いセミナーや交流サロン、げんきあっ
ぷクラブ等の介護予防事業への補助を行い、支
え合いのある地域づくりを進めることで、孤立
を防ぐ取り組みを進めている。
問　区や組の運営を考える検討会の目標と予
算の使い道は。
村長　１年目で行政協力業務や他団体からの
依頼業務の洗い出しと改善、２年目は区運営や
他団体から依頼される業務の改善を検討する予
定。　検討会は年５回を予定しており、検討委
員の報償費として約30万円、検討会の立ち上
げ支援や運営支援、資料作成などの支援委託料
として約140万円の予算を想定している。会議
のライブ配信や広報活動を通じて村民から広く
意見を聞きたいとも考えている。

増加している空き家負担になっている行政協力業務
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一般質問一般質問

問　部活動地域移行の取り組み状況は。
教育長　部活動地域移行の背景は、部活動は
児童生徒の責任感、連帯感を慣用、自己肯定感
の向上等大きな意義がある。また課題として少
子化、教職員の休日指導等の負担が大きくなっ
てきている。そのことを受けて持続可能な取り
組みとしてスポーツ庁、文化庁から休日の部活
動地域移行の通達が出された。村ではR３年か
ら関係者による小委員会を設け、部活動地域移
行に向けて情報収集と課題等の検討を行ってき
ている。最初に取り組んだことは、休日部活動
の地域移行の趣旨について関係者に広く理解し
てもらう説明会を行ってきた。課題については
休日指導が負担にならないよう１日は休養日に
する。休日部活動は１か月に４回程度とする。
保護者、生徒、指導者に理解を求める。協議会
はR５年２月に立ち上げている。協議会の趣旨
は生徒にとって望ましい持続可能なスポーツ、
文化活動と学校の働き方改革の両立の実現がで
きるよう進めていく。
問　先進地域の取り組みを参考に進めては。
教育長　村には総合型地域スポーツクラブわ
くわくクラブがある。連携して進めたい。村と
類似した自治体で岐阜県羽島市の取り組みを参
考にするため視察に行く予定。今後、県内外の
規模が似ている自治体を参考にしていきたい。

問　試行的にできる部活から始めては。移行
への財源（指導者手当等）は。
教育長　子どもたちの環境整備、主体性が大
切である。体制づくりが優先される運営主体、
指導者、規約等、また財源確保も協議会で検討
していく。地域の子どもたちを地域で育ててい
く取り組みをしていく。

不登校児童生徒への支援
問　不登校児童生徒への村の取り組みは。
教育長　Ｒ４年度は南小3.1％ 24名、南部小
2.33％６名、南中7.58％ 40名が30日以上の欠
席で、中学校で増える傾向が見られる。小中学
校と連携して教育相談の継続、定期的な家庭訪
問推奨、中間教室の利用、オンライン授業等、
学びの場づくりに取り組んでいる。R５年度は
中１ギャップの解消に向けて、６年生が中学校
の雰囲気に慣れるための交流を行う。
問　不登校児童生徒の保護者への支援は。
教育長　保護者の相談窓口は基本担任になる。
相談内容によっては学校全体で取り組む。てい
ねいな対応をしていきたい。

GIGAスクール構想に関して
問　GIGAスクール構想３年目の利用状況、成
果、課題は。
教育長　１人１台のタブレット利用は毎日活
用し、特別な支援の必要な児童にも活用してい
る。意見の共有ができ、考えを深められる効果が
ある。ICT先にありきではなく学習にどう取り
入れていくか、情報モラル等の醸成が問われる。
問　ＡＩの活用の考えは。
教育長　国からガイドラインが出る予定であ
る。それを基に考えていきたい。

問　大芝高原は多くの人から愛されている。
その点からも、高齢者や障がいのある人など、
誰にでも利用しやすいユニバーサルデザインを
推進すべきであり、使いやすいトイレの整備が
大切。現在の多目的トイレの数、また、その位
置は適切か。
村長　大芝高原のユニバーサルデザインの推
進は、観光森林課・観光協会が担当する。今年
から長野県ユニバーサルツーリズム実務人材養
成講座に参加し、知識など学んでいる。高原内
には屋外から利用できるトイレは14か所ある
が、S60年代に設置されたものが多く、計画的
に更新を進める必要がある。現在パブリックコ
メントを実施している大芝施設整備計画（案）で
は、R８年度までにトイレ６か所の更新と１か
所の新設を予定している。多目的トイレは中央
園路に１か所、味工房西側に１か所，マレット
ゴルフ場南側に１か所の合計３か所ある。数と
位置が適切かについては、位置は集中しないよ
う配慮しているが、数は不足している。設備に
ついても、大型のベッドを備えているものがな
く、障がいを抱える人が利用できないという意
見もある。そこで、衛生的な多機能トイレを車
両に搭載して自由に移動、設置できる「モバイ
ルトイレ」の導入の研究をしている。R５年度
中に高原内で仮設置を予定。「モバイルトイレ」
は超低床車体で、出入口はなだらかなスロープ
となっており、大型ベッドも付属している。移
動が可能で災害時にも活用が期待でき、有利な
起債も活用できる。見学会も実施する予定。

問　高齢者や新規の利用者も利用しやすいよ
う、マレットゴルフ場の北西や、セラピーロー
ドにもトイレの増設を望む声が聞かれるが。
村長　大芝施設整備計画（案）によれば、芝生
広場に１ヶ所新設の予定。モバイルトイレの利
便性が高いようであれば、費用等を勘案した上
で２台目を検討したい。

問　マレットゴルフ場東の通路は砂利道で狭
いため、侵入や歩行に不便を感じるが整備の考
えは。
村長　その通路は作業での利用がメインのた
め、一般車両が侵入できないようゲートを設置
しており、最低限の整備しか行っていない。通
行しやすい園路や通路を整備していくことは必
要であり、優先順位をつけて進める。指摘され
た道は利用者が少なく、遊具に続く園路などが
優先される。

山 﨑 文 直百 瀬 輝 和

問問

答答

大芝高原の多目的トイレの数は適切か中学校部活動地域移行の取り組み状況は

モバイルトイレの導入を検討している（村長）Ｒ３年から検討を始めている（教育長）

モバイルトイレの一例（トヨタHPより）

南中グラウンド部活風景
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一般質問一般質問

問　循環バス運行事業について、まっくんバ
ス運行に対しての考えは。
村長　まっくんバスは、利用者の利便性向上
のため、H23年度から２台で運行。運行開始
から20年経過、村は「南箕輪村地域公共交通
協議会」を立ち上げ、公共交通計画策定に向け
て動き始めた。まっくんバス運営は費用対効果
も含めて慎重に判断する。
問　ぐるっとタクシー運行の費用対効果は。
村長　R4年の登録人数は20人。年間利用はのべ
145回。福祉移送サービスの１回あたりの村負担
額は482円で、ぐるっとタクシーは１回26,759円
の負担。費用対効果を考えると継続は難しい。議
員の意見も聞き、今後の方向性を決める。

ふれあい農園について
問　村管理の菜園事業運営、ふれあい農園利
用期間延長の考えは。
村長　市民農園整備促進法に基づきH23年に
開園。R４年から１年契約に切り替えたが、３
年の希望者もいる。規程の改訂と合わせて3年
契約の区画をまとめるなど、利用者のニーズに
合わせる努力をする。

村の墓地公園機能整備について
問　北部墓地公園の駐車場整備の考えは。

村長　村管理の墓地公園は８か所717区画あ
り、駐車場はそれぞれ０～15台。北部墓地公
園には駐車場を整備していない。墓地の周りに
空いている土地がなく、駐車場の整備は難しい
が、利用者の声を聞き検討する。

消防団員確保対策について
問　地域おこし協力隊の団員加入への考えは。
村長　現在、地域おこし協力隊員は11名いる
うち２名が消防団に加入しており、卒業した協
力隊員を含めると４名が加入している。地域と
の関わりをどう持つかが協力隊員の大きなテー
マであり、消防団は地元の若者同士の交流や地
元のことを知る機会にもつながるため、引き続
き協力隊員の意志を尊重しながら、加入につい
て積極的に検討をお願いしていく。

自然災害への対策
問　降雨・台風・地震への村の対策はどのよ
うであるか。
村長　さまざまな情報を得る中で総合的に判
断し、避難情報発令などを行う。事前準備や備
えが大切。災害対応は行政サービスではなく、行
政サポートであるという認識を普及していく。
問　南部小学校の雨水対策工事の検証はどう
であったか。
教育長　想定雨量42mm/hに対応できるよう
R４年４月より工事に着手し、10月に工事が
完了。６月の豪雨は、R４年の浸水被害時と総
雨量で比較すると３倍程度の降雨。特に災害も
なく対策工事の効果はあり、安全・安心に学校
生活を送ることができると考える。

問　大芝高原森林再生に、アカマツ伐採の斧
入れ式の報道が。斧入れ式を起点に森林再生計
画を進める説明がなされたと考えているのか。
村長　斧入れ式は説明のためではない。南小
４年生の総合学習で木や森林を学んだ。伊那養
護学校木工部の生徒の学習補助の取り組み。木
を切る体験で大芝高原の理解が深まった。
問　斧入れ式の指導をした薪一の契約は。安
全対策に問題もあったのでは。
村長　安全対策を怠ったことはお詫びする。
薪一はR４年の森林整備計画の契約であり、斧
入れ式はオブザーバー参加。責任は役場産業課
にある。
問　130年植林して大事に守ってきた大芝の
森。松枯れは進んでいるが10年間で主伐の計
画決定はどのような経過で決めたのか。
村長　R２年に大芝村有林整備基本計画を作
成。松枯れを伐倒、駆除してきたが最悪10年
間で消滅する危機もあり、１）森林資源の有効
活用、森林空間利用、２）アカマツ林から他樹
種への転換50年後を見据えた森林づくり、３）
利用者のニーズを反映させた整備、４）木材の
有効利用の４項目を大芝森林協議会で提言。R
３年７月全員協議会で説明があり、R４年２月
の村報で特集した。
問　大芝高原は人工林で、美しい複層林が形
成されている森は全国でも貴重なもの。それだ
けに再整備については、村民全体へのていねい
な説明が求められている。今後の全体像を知ら
せ合意形成ができた上で、財政計画、伐採方法、
材利用計画、植林方法等示す必要があるのでは。
村長　大芝は長い間植林し、村民が愛してい
る森であり、詳細を示していねいな合意形成が
必要だと考える。森林整備実施計画を作成し、

村民アンケートや森林協議会の専門部会での詳
細な協議に取り組む。業者選定は官民連携で
安全性等綿密に進める。合意形成は難しいが、
150周年のメインテーマを森林再生にあげた。
130年の長い歴史、価値に気付き、時代ととも
に村を見守ってきた大芝アカマツを有効利用し
つつ、大芝高原とともに歩んできた村民と協働
して50年後の森林づくりをしていく。

150年記念事業に郷土館建設を
問　現在の村文化財の保管、修理、展示等現
状と課題をどうとらえているか。
教育長　文化財は、文化財資料保管庫（旧いず
み苑）郷土館、村体地下倉庫、駐車場横収蔵庫の
４か所にそれぞれ、遺跡、県宝土器４点、民具、
古文書、大宗館資料等分散して保管。いずれも
スペースに限りがあり新しく受入れできない。
専門職も少なく整理も進まない状況。経年劣化
も進むので保存、整備、修復の学芸員が必要。
問　多くの人の力で守り整えられてきた文化
財。150年にふさわしい郷土館建設計画を。
教育長　将来的に建設は必要だが、当面は現
保管場所の整備と専門職を充実させたい。

都志今朝一三 澤 澄 子

問問

答答

まっくんバスの今後の運行は未来へつなぐ大芝高原森林整備は

運営については慎重に判断する（村長）村民と協働して50年後の森林づくりを（村長）

運行しているまっくんバス

村の宝　大芝高原
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一般質問一般質問

問　ゲーム感覚やスポーツ感覚で楽しみなが
ら参加できるゴミ拾いイベントを実施しては。
村長　多くの人が楽しみながら地域の環境美
化に努めることができ、非常に優れた取り組み。
行政としてはイベント開催時に、ゴミの処分は
引き受ける姿勢を示していくことが重要だが、
イベント自体は村民から自発的に行われること
も重要。全区的
に実施するので
はなく、区や団
体等に働きかけ
て実施するのも
１つの方法。近
いうちに実施で
きるよう協議し
たい。

再生エネルギーの地産地消について
問　村内９施設の太陽光発電で生じた余剰電
力を「すくすくはうす」で活用して、再生エネ
ルギーの地産地消を実施している。今後、脱炭
素化に向けて、再生エネルギーの地産地消をど
のように進めていく考えか。
村長　上伊那地域は急

きゅうしゅん
峻な地形であり、小水

力発電の推進が最も優れていると考える。県が
行っている屋根への太陽光発電設備の設置や蓄
電設備への補助に対する、村独自の上乗せも検
討が必要。省エネにつながる住宅の高気密、高
断熱化を推進すべきとの判断もある。今年度
策定する「地球温暖化対策実行計画（区域施策
編）」の中で、Ｒ７年度から再生エネルギーも
しくは省エネに関して事業化していく。

福祉の窓口一元化について
問　福祉の窓口一元化の見通しと、社会福祉
士の異動・昇任に関する考えは。
村長　Ｒ６年度の機構改革に向け、窓口機能
だけでなく、初回相談以降も継続して支援を行
う機能を持つ部署として位置付け、対象範囲は
高齢者・障がい者・生活保護・地域包括支援セ
ンター・介護予防事業の分野を考えている。社
会福祉士をはじめ、保健師、介護支援専門員な
ど専門職を配置する。社会福祉士の異動は、そ
のスキルを生かせる部署のみの異動となるが、
想いと専門性を大いに発揮できる体制にした
い。昇任については、他の職員と比較して不利
にならないよう努める。
問　村内の福祉事業所など現場研修も必要では。
村長　日々の事例対応に追われる中で研修時
間の確保も課題。受け入れが可能かどうか福祉
事業所との調整も必要。実施にあたっては、確
実に成果につながる形となるよう検討したい。

天竜川を渡る橋の新設について
問　村道６号線（田畑大芝線）から天竜川を東
に渡る橋新設の要望が村民から出ている。伊那
市に働きかけて実現に向けて動く考えはあるか。
村長　「伊那市幹線道路網整備計画」の「外環
状線構想」に、田畑大芝線からその先に天竜川
へ橋を新設し国道153号線伊那バイパス～三峰
川を渡り南へ～春近大橋で天竜川を渡って西へ
～広域農道から大芝高原へとつなぐ環状網構想
がある。上伊那広域連合が策定した「上伊那地
域幹線道路網構想・計画書」の中でも、同じ箇
所の橋が長期構想の対象となっている。現時点
では構想段階だが、伊那市で動きが盛んになる
ようなら、一緒に取り組んでいきたい。

問　不適切保育に関する調査の村の回答は。
村長　不適切保育の定義のとらえ方に自治体に
より差がみられた。本村では虐待等の不適切な
保育はなかった。保育士の業務負担を改善するこ
とも必要であり、業務のＩＴ化や勤務時間の見直
しなどの処遇改善に取り組んでいる。
問　保育士の配置増員の計画は。
村長　たけのこ園建設時に保育士を各園から配
置した。その後、穴埋めをしていない。毎年継続
的に保育士を採用していく必要がある。

農業者への支援を
問　生産資材高騰への支援と花育推進を。
村長　年間の農業販売金額が50万円以上の農
業者に補助していく。花育はJA中心となり、小学生
を対象に行っている事業。花に親しむことにより感
情や情緒を育て、心の
動きを豊かにするため
の体験活動と位置付
け、花や種をプレゼン
トしている。今後もJA
と連携して花育事業
を進めていきたい。

「風の村米だより」の拡大を
問　「風の村米だより」の生産拡大と米粉の消費を。
村長　Ｒ５年は67haほど見込んでいる。村とJA
上伊那と東洋ライスとの３者連携により、妊婦に
「風の村米だより」を無償提供する。また、大阪府
泉大津市の「安心安全な食料の安定的確保に関
する構想」に賛同してプロポーザルに参加し、農
業連携協定を締結していく。協定後は、泉大津市
の学校・保育園などに「風の村米だより」を年間10
ｔ提供する。お米だけでなく他の農産物の販路

拡大や農業体験交流などの連携にもつなげてい
きたい。米粉は小麦アレルギーの代替え品として
も期待できる。味工房で米を使った商品の販売
製造を行っており、消費拡大に協力していきたい。

北原区に投票所を
問　北原区に投票所を設置する考えは。
選挙管理委員長職務代理 　北原区は12行政
区で唯一投票所がない。投票事務に携わる従事
者などに負担が生じるため、区の意見も聞き検討
したい。交通弱者への支援策として、集会所や
施設などに出向く移動投票所の設置など最善の
方法を検討していきたい。

経ケ岳バーティカルリミットの
経済効果は

問　開催の結果統括は。
村長　４年ぶりの開催となり活気あふれた１日と
なったが、参加人数は例年1,000人近かったが６
割程度に減少。同日に他のトレイルラン大会があ
り、大会そのものについて供給が需要を上回って
いるので、今後新コースを考え魅力ある大会にし
ていきたい。
問　大芝高原での経済効果は。
村長　選手や観客がグッズや飲食費等に使った
金額、直接効果でいうと、合計80万円ほど上昇。

公共施設管理を適切に
問　大芝野球場、村民センター等の公共施設ト
イレを順次和式から洋式化する計画は。
総務課長　老朽化や住民要望等により順次洋式
化を進めている。引き続き各施設のトイレの状況
を検証し、住民要望等のニーズを踏まえ計画的
に進めていく。

笹 沼 美 保唐 澤 由 江

問問

答答

楽しめるゴミ拾いイベントを実施しては「不適切保育」はあったか

村民から自発的に行われることも重要（村長）虐待等の不適切な保育は無かった（村長）

感性を豊かにし、
豊かな心を育む花育活動

みんなで楽しくゴミ拾い！
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一般質問 議会活動

問　森林づくり実施計画策定の状況は。
村長　森林づくり実施計画はまだ策定してい
ない。Ｒ２年６月に大芝整備基本計画が策定さ
れ、今後の大芝高原村有林整備基本計画がこ
の計画の中に示されている。今後策定する森
林づくり実施計画はこの整備基本計画に沿っ
て、今後の具体的な森林づくりの進め方、伐採
方法、費用、材の利活用、植林方法など定めて
いく。現在の状況は担当課で先進地の事例を参
考にし、信大農学部の教授や県の林業センター
などから助言をいただいている。大芝高原に適
した植生、伐採後のアカマツの利活用、今後の
森林づくりの人材の確保等についても助言をい
ただいている。策定作業に向けて材料をそろえ
させている状況。案を作り、まず森林協議会に
諮り方向を定めその後コンサルタント業者に発
注し、村民へのアンケート調査、森林協議会を
中心とした議論の場を設定し計画を策定してい
く。住民への計画説明を地区の公民館等におい
て、ていねいに説明し合意形成をしていきたい。
問　マレットゴルフのチケット売場の移動移
設を。
村長　マレットゴルフのチケット売場に関し
ては公園管理事務所で受付、道具の貸し出しを
行っている。開発公社では人員削減を行ってお
り、費用対効果の面で移設は困難。
問　大芝湖の浚

しゅんせつ
渫計画の進捗状況は。

村長　Ｒ６年度に予定している。湖底の汚泥
の処理方法については、引き続きよりよい方法
はないか模索している。
問　大芝荘の利活用検討委員会の状況と、結
論の最終的期限は。
村長　検討委員会の不採用の報告を受けて村
としては今後、①指定管理による宿泊、宴会事

業の継続運営、②建物の解体除去、③それ以外
のいずれかの判断とする。明確な最終的期限は、
現在ワクチンの集団接種会場として利用してお
り定められない状況であるが、Ｒ５年度中には
方針を定めていく。大芝荘は村の普通財産なの
で、最高責任者である村長が最終的には決定し
ていく。
問　ＭＴＢ（マウンテンバイク）コースの無料
開放を。
村長　昨年は熊の出没により閉鎖したが、現
在は低い木や草が繁茂している状態である。Ｍ
ＴＢコースのエリアは自然観察林ゾーンに設定
されている。最も優先されることは自然観察を
利用できる環境を維持していくことと考える。
自然観察に利用できる環境とＭＴＢコースを維
持して無料開放できることは、しくみを整えれ
ば共存できると考える。

　５月27日大芝高原にて、「村理
事者・管理職会」「議会」「教育委員
会」「農業委員会」「区長会」の５団
体によるマレットゴルフ大会が４
年ぶりに開催された。天候にも恵
まれ、親睦を深めつつ運動するこ
とができた。

　5月14日大芝公園屋内運動場に
て、村消防団春季演習が行われた。
　訓練のようすを間近で見ること
ができ、団員のみなさんが村の安
心安全のために日々尽力してくだ
さっていることに、改めて感謝す
る日となった。
※雨のため、赤十字奉仕団の訓練
は南箕輪小学校体育館で行われ
た。

南箕輪村消防団春季演習

５団体親睦マレットゴルフ大会

加 藤 泰 久

問

答

森林づくり実施計画の状況は

Ｒ5年度中に策定していく（村長）

閉鎖されているMTBコース

大芝荘

から開催予定です。決定日時はホームページでご確認ください。8月31日（木）

村民の声を聴く会村民の声を聴く会 今年度も
 やります！

村内 12 地区に議員５人ずつ出向き、みなさんのご意見をお聞きします。
事前申し込み不要！ご参加お待ちしております！

日　　時 開催場所

８月 12 日（土） 10 時～ 北殿公民館

８月 20 日（日） 10 時～ 大芝公民館

＜すでに開催＞
　7 月 22 日㈯……久保区　7 月 29 日㈯……沢尻区
＜その後の予定＞

日時・場所が決まり次第、議会ホームページや回覧で
お知らせします。　　　　　　　
 ９月……大泉区、北原区
10月……中込区、神子柴区　　　　　　
11月……田畑区、南殿区、南原区、塩ノ井区

＜議会を傍聴しませんか？＞ どなたでも傍聴できます

―次回定例会は―

問い合わせは議会事務局まで
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きらきら村の仲間たちきらきら村の仲間たち
　南箕輪村では、小学校に体育専科教員２名を配置し、体育授業の改善と、運
動が苦手な子どもも含めた個に応じた支援を行っています。今回は、関西出身
で熱意あふれる山本憲吾さんと木下竜太朗さんにインタビューしました。

兵庫県芦屋市出身
田畑在住
小学校体育専科教員
令和５年４月着任

兵庫県芦屋市出身
田畑在住
小学校体育専科教員
令和５年４月着任

木下竜太朗さん

大阪府吹田市出身
田畑在住

小学校体育専科教員
令和４年４月着任

山本憲吾さん
大阪府吹田市出身

田畑在住
小学校体育専科教員
令和４年４月着任

VC長野トライデンツ
マスコットキャラクター

「グロッテ」

● 子どもたちと接する時に大切にしていることは？

　・自然体

　・立場は違えど“ありがとう”と“ごめん”は大切にする

● 授業にあたり、工夫していることは？

　・教えすぎない（教師の思いに引っ張りすぎない）

　・子どもたち自ら気付きを得られるように支援する

　・失敗する権利を奪わない

● 子どもたちに伝えたいことは？

　「成功も失敗も大切な体験、まずはやってみなはれ」

● これから目指すこと（目標）は？

　・教師ではなく、子どもたち自身でつくる体育の授業

● 一日のルーティン（習慣）があれば教えてください。

　・毎朝豆を挽いてコーヒーを入れる　・毎朝のトイレ掃除

● 趣味は？ 	 ラグビー・カメラ・旅行・アウトドア全般　

● 好きな音楽は？ 	 ウルフルズ

● 好きなものは？ 	 明石焼き・コーヒー

● 座右の銘（信条）は？ 	 「船は湊
みなと

では安全だ。だが船はそのために造られたのではない」

● おすすめの映画？ 	 「フォレストガンプ」　「ルディ　涙のウイニングラン」

	 「バックトゥザフューチャー」　「マトリックス」

	 「インディージョーンズ」　　「ビバリーヒルズコップ」

● 子どもたちと接する時に大切にしていることは？

　主に体育の授業でしかコミュニケーションがとれていないので、わくわくしてもらえるような雰囲

気を作ったり、「先生はいつも元気だな！」と思ってもらえるように、常に元気な姿を見せています。

● 授業にあたり、工夫していることは？

　子どもたちが「おもしろそう！」と自分たちから進んで取り組める内容を考

えています。苦手意識がある子どもたちも参加できるように、いきなりゲーム

形式にせずに道具を工夫したり、ルールを変えたりしています。

● 子どもたちに伝えたいことは？

　運動が苦手な子の考えとしては「失敗したらどうしよう」「走るのが遅かった

ら負けてしまう」など、マイナスなイメージがあると思います。子どもたちには「運動は“できる”“で

きない”ではない」こと、「どんな事でも挑戦する気持ちが大切だ」と伝えたいです。

● これから目指すこと（目標）は？

　運動が好きな子たちを増やすこと。たくさんの友だちと一緒に体を動かすことが楽しいと思っても

らいたい。自分がバレーボール選手として経験してきたことを伝え、スポーツ選手になりたい子たち

にアドバイスできればと思っています。

● 一日のルーティン（習慣）があれば教えてください。

　朝起きて自分の用意が終わったら娘（８か月）との

　スキンシップ→仕事が終わったら家族との時間or

　ＶＣ長野Jrの練習

● 趣味は？ 	 バレーボール　

● 好きなものは？ 	 焼き肉・寿司・たらこパスタ

● 嫌いなものは？ 	 虫 全般！

● チャームポイントは？ 	 筋肉（子どもたちにムキムキ、筋肉くんと言われます…）

● 座右の銘（信条）は？ 	 「常に笑顔」どんなときも笑って過ごす、人生一回楽しむ

● おすすめのアニメは？ 	 「ハイキュー‼」リアリティーがあっておもしろい！

楽しく運動
しよう！

ＶＣ長野Jr
女子監督　



141号（前号）誌面に対するご意見・ご感想 議会に対するご意見

編
集
後
記

モニターのみなさんから寄せられた議会だより誌面や議会に対するご意見を参考に、
より親しみやすい議会だより、また議会になるよう努力してまいります。

広 報 モ ニ タ ー の 声広 報 モ ニ タ ー の 声

広報委員会委員長　三澤 澄子
副委員長　笹沼 美保

委員　西森 一博
山﨑 文直
百瀬 輝和
太田 篤己
唐澤 由江

○誌面が一新され、議員の方々がどのような活動を

されているか、さらにわかりやすくなりました。

読めば伝わる誌面になっているので、あとは手に

取って目を通したくなる一工夫ですね。

○写真が入っているのでわかりやすいです。

○誌面の大改革をされ、手に取りやすく、すっきり

した誌面で読みやすかったような気がしています。

文字数も表もこのぐらいの（前回より少ないですよ

ね）方が読みやすいと感じました。変えていくのは

大変な労力だったのではないかと思いますが、必

要なことだと思うので、さらに頑張っていってい

ただきたいです。

○「新しい議会構成決まる」はわかりやすく良かっ

た。

○常に刷新の気持ちで、村民のみなさんに読んでも

らえる誌面づくりに取り組んでおられることに敬

意を表します。もちろん読み手の側は大勢で年代

も幅広く、多様な意見があり、すべての人に満足

してもらえる内容にすることは難しいですが、少

しでもより良くしようとする熱意・思いは伝わっ

てきます。横書きにしたことで、若い世代には読

みやすくなったのではないかと思います。議会構

成など、字も大きくてわかりやすく、まずは目にと

めてもらうということには即しているかと。ただ、

今回の選挙も全体として投票率が伸びず、若い世

代の投票もまだまだ課題が残ることから、４年後

に向けて、議会だよりを通じて投票率を上げる取

り組みを意識的に検討されてはいかがでしょうか。

例えば、若い世代向けに「ミニ議会だより」みた

いなもの（マンガとか絵などを活用して）を作成し

てみたり、若者の投票率が高い他国の状況を紹介

したりとか…。時間をかけて少しずつでも意識を

変えていくことが重要だと思います。

○たいへん読みやすくなったと思います。

○今回は驚くほどに読みやすかったです。伝えたい

トピックがわかりやすく、写真や図によって簡単

にそれらを理解することができました。特に「定

例会」のページは、これまで少し気合いを入れて

読む必要がありましたが、今回は楽にスラスラ読

むことができました。ただ、表紙の写真については、

撮影の仕方でもう少し見栄えが良くなると思いま

すので、ご検討いただければと思います。

○多くの村民は、大芝高原の将来を心配しています。
村長さんと議会が知恵を出し、将来の方向性を出
してほしいと思います。

○「村民の声を聴く会」が開催されたことは高く評
価しています。ぜひ継続してほしい。昨年10月に私
の区で開催され、私も意見を述べさせていただきま
した。区民と議会の距離を大変感じました。以来区
民の声を直に聞きに来た議員さんは1人だけです。
本当に残念でなりません！

○新しい議員さんも入り、これからもっと良い村に
なっていくよう頑張っていただきたい。

○１.「村民の声を聴く会」は事前PRを行い、参加者
を多くする必要がある。

　２.「請願・陳情」で最低賃金法の改正について、
不採択の理由がわからない。

　３.　ほ場整備については、農家が高齢化している
中、効率だけで判断はできないと思う。地域
の要望を確認する必要があります。

○「村民の声を聴く会」の記事から感じたのです
が、写真の掲載でわかりやすいです。各会場の人
集めは大変かと思いますが、ありのままを見るこ
とで、次回に向けての課題など地区の方たちで検
討していくことができるのではと思いました。少
しずつ少しずつみんなでやっていくということが
共有できる場になると思うのです。要望書もリア
ルでわかりやすいです。

○新型コロナワクチン接種の場所について、５回目
まで大芝荘も実施していたが、６回目以降もでき
るようにしてほしい。大芝荘の有効活用も早めに
決めてほしい。

○今年も議員花だん（大泉南の信号を西に向かって
左側）にどんな花が咲くか、楽しみにしています。
地域の緑化運動にも貢献、ありがとうございます。

○傾向として、農地利用についても教育や子育て等
についても「未来・将来」というワードが見られ
ました。しかし、その目指す未来（「ビジョン」）の
提示は未だなされておらず、議員１人１人別のも
のを描いているように感じます。移住者が73.3%の
村、つまり非農家が多い村だからこそ考えるべき

「農業視点だけで農地利用を考えてしまって良いの
か？」等のさまざまな疑問を議論することによっ
て、村独自の「ビジョン」策定を村民と共に行う
ことができたら素敵だなと思いました。

○議員のみなさん、新たなスタートお疲れ様です。
初心を忘れず村民の意見が一つでも多く叶えられ
るよう期待しております。

　前号（141号）より、誌面を大幅にリニューアルし、『広報モニター
の声』でも「読みやすくなった」と、たいへん好評です。今回の『き
らきら村の仲間たち』では、小学校体育専科教員のお２人にインタ
ビューしました。ぜひ、お子さんやお孫さんと一緒にご覧ください。
　これからも、子どもから大人まで親しみの持てるような議会だよ
りを目指してまいります。	 （笹沼美保）
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